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※
可
能
な
限
り
、
支
援
者
か
ら
の
申
し
出
な
ど
に
基
づ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
名
称
な
ど
に
間
違
い
が
あ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

TOPICS 支援関係

TOPICS　復興関係　
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５月11日～６月10日受付分

熱い支援に感謝
被災者へ救援支援物資、義援金、市への寄付金

　ＮＨＫ盛岡文化センター絵手紙講師で、
ガラス絵作家のばばあきらさんが６月７
日、仮設住宅の入居者に「絵手紙うちわ」
を贈りました。被災者のために何かしたい
と考えたばばさんは、絵手紙教室の受講生
に呼び掛けて1,000枚のうちわを制作。「県

内の被災地を回り被災者を激励したい。一
日でも早く元気を取り戻してほしい」と願
いを込めるばばさん。うちわは心のこもっ
た手作りの作品で、ひまわりや朝顔などが
やさしく鮮やかに描かれています。入居者
は突然の贈り物に驚きながら満面の笑み。
今年の夏はやさしい風が心も元気にしてく
れるでしょう。みんなで記念にぱしゃり（左から４人目がばばさん）

絵手紙うちわに心込め

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
岩
手
県

内
で
居
住
す
る
自
宅
が
全
壊
し
た
、

ま
た
は
や
む
を
得
ず
解
体
さ
れ
た

方
に
、
補
助
金
を
支
給
し
久
慈
市

内
で
の
「
持
ち
家
」
の
再
建
を
支

援
し
ま
す
。
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
（
建
設
・
購
入
）
を
受
給
し

て
い
る
世
帯
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方
（
世
帯
）

　

次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
世
帯
の
世
帯
主

①
岩
手
県
内
で
そ
の
居
住
す
る
住

　

宅
が
全
壊
、
ま
た
は
解
体
さ
れ

　

た
こ
と
に
よ
り
、
被
災
者
生
活

　

再
建
支
援
金
の
基
礎
支
援
金
を

　

受
給
し
て
い
る

②
久
慈
市
内
に
自
宅
を
建
設
ま
た

　

は
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被

　

災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
加
算

　

支
援
金
を
受
給
し
て
い
る

▼
補
助
限
度
額

　

複
数
世
帯　

１
０
０
万
円

　

単
数
世
帯　

75
万
円

▼
申
請
手
続

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
の
窓
口
に

申
請
書
と
添
付
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

▼
実
施
期
間

　

平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら

　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

問
社
会
福
祉
課
☎
52
―
２
１
１
９

被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業

　東日本大震災で大きな被害を受けた
本市に、救援支援物資や義援金、市への
寄付金が全国各地から寄せられました。
　５月11日～６月10日までに受け付け
た分は次のとおりです。（敬称略）熱
い支援ありがとうございます。

【
盛
岡
市
】
▼
岩
手
県
労
働
組
合

連
合
会

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
１
件

　

市
で
は
、
久
慈
市
地
震
災
害
義

援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の

義
援
金
は
、
市
内
の
被
災
し
た
方

々
に
分
配
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

▼
受
付
場
所
（
現
金
）

① 

社
会
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

②
山
形
総
合
支
所

③ 

各
支
所
（
宇
部
、
侍
浜
、
山
根
）

▼
そ
の
他
の
受
付
方
法

① 

現
金
書
留
…
宛
先
は
こ
ち
ら

　

〒
０
２
８
―
８
０
３
０

　

久
慈
市
川
崎
町
１
番
１
号

　

久
慈
市
役
所
社
会
福
祉
課

② 

口
座
振
込
…
入
金
前
に
社
会
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
振
込
先
は
こ
ち
ら

　

岩
手
銀
行
久
慈
中
央
支
店

　

普
通
預
金
２
０
５
７
１
８
８

　

久
慈
市
地
震
災
害
義
援
金

問
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

☎
52
―
２
１
１
９

■
県
外
■

【
大
阪
府
】
▼
㈱
ア
テ
ッ
ク
ス

■
県
内
■

【
滝
沢
村
】
▼
佐
々
木
園
子

■
県
外
■

【
山
形
県
】
▼
渡
辺
貞
・
た
み
子

【
群
馬
県
】
▼
西
尾
郁
子

【
千
葉
県
】
▼
関
口
英
行

【
東
京
都
】
▼
㈱
マ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

▼
五
味
秀
春

【
神
奈
川
県
】
▼
神
林
洋
行

■
県
内
■

【
企
業
・
団
体
】
▼
川
井
婦
人
会

▼
㈱
神
成
電
気
商
会
▼
荷
軽
部
自

治
会

■
口
座
振
替
■

【
個
人
】
▼
シ
ミ
ズ
・
ヒ
ナ
コ
▼

ハ
ナ
リ
・
ジ
ュ
ン
▼
ハ
ヤ
シ
・
シ

オ
▼
ツ
ヤ
マ
・
カ
ズ
ヨ
▼
マ
ツ
ウ

ラ
・
ユ
ウ
ジ

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
３
件

■
県
外
■

【
埼
玉
県
】
▼
城
野
口
有
吉

■
県
内
■

義
援
金
ご
協
力
を

募
集

義
援
金

寄
付
金

救
援
支
援
物
資

TOPICS
東日本大震災・復興関係

キズナ強化プロジェクト

交流を通して
深める絆

　被災地での復興支援やボラ
ンティア活動などを通して
海外と被災地との絆を深める
「キズナ強化プロジェクト」。
第１陣となる訪日団が６月12
日から久慈を訪問、交流を深
めました。
　訪日したのは日本への関心
が高く、日本語を専攻してい
るアメリカの高校生ら50名。
13日は２班に分かれて市内で
漁業と琥珀採掘を体験しまし
た。琥珀採掘体験では約8,500
万年前の地層からの琥珀の発
掘に挑戦。生徒からは、琥珀
の原石を掘り出すたびに歓
声があがりました。参加者の
サラ・リプログルさんは「掘
り出す作業は難しいけど見つ
けるまで頑張ります！」と流
ちょうな日本語で話してくれ
ました。午後は市内を散策し
まちなか水族館を見学。水族
館までの移動中は市内の高校
生と会話をするなど、交流も
深めました。その後三陸鉄道
に乗車して震災について学習
しました。
　訪日団は14日には山形町内
で環境ボランティアなどを行
い、15日に次の訪問地へ向い
ました。

琥珀の採掘体験に笑顔

まちなか水族館で応援コメントを書く参加者

５　広報くじ№152

久慈市に寄せられた義援金　1,040件　8,451万8,774円（６月10日現在）

上 ／「いってらっしゃ～い」手を
振り見送る坂本勝義久慈駅長
下 ／列車内では景品付きジャンケ
ン大会も行われました

出発式ではアンパンマンとくす玉割り

　

５
月
19
・
20
日
の
両
日
、
Ｊ
Ｒ

八
戸
線
で
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ト

ロ
ッ
コ
」
の
運
行
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
取
り
組
む
被
災
地
の
子
ど
も
た

ち
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
四
国
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
協
力
に

よ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
で
運
行

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ト
ロ
ッ
コ
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
が
所

有
す
る
観
光
用
車
両
で
「
そ
れ
い

け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
ペ
イ

ン
ト
さ
れ
、
車

両
内
に
は
記
念

撮
影
の
ス
ペ
ー

ス
も
完
備
。

　

19
日
の
出
発

式
で
は
ア
ン
パ

ン
マ
ン
と
ば
い

き
ん
ま
ん
が
登
場
す
る
と
久
慈

駅
に
は
子
ど
も
た
ち
の
大
歓

声
。
乗
客
約
50
人
を
乗
せ
て
陸

中
八
木
駅
に
出
発
し
た
車
内
で

は
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
乗
客
は
特
別
な
旅

を
楽
し
み
ま
し
た
。
家
族
で
乗

車
し
た
欠
畑
永と

愛あ

く
ん
（
小
久

慈
町
・
６
歳
）
は
「
列
車
に
は
、

初
め
て
乗
り
ま
し
た
。
楽
し
い

の
で
、
ま
た
乗
り
た
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「アンパンマントロッコ」運行

被災地の
子どもたちに
笑顔と元気を

復旧した施設の安全を願う山内市長

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
久
慈
市
営
魚
市
場
卸

売
場
の
復
旧
工
事
が
終
わ
り
、

５
月
29
日
に
完
成
を
祝
う
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

市
や
県
、
久
慈
市
漁
業
協
同
組

合
、
公
益
財
団
法
人
ヤ
マ
ト
福

祉
財
団
の
関
係
者
ら
約
50
人
が

参
加
。
山
内
隆
文
市
長
は
「
水

産
業
の
復
旧
・
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
飛
躍
さ
せ
た
い
」
と

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

第
一
卸
売
場
は
事
務
所
と
休

憩
室
を
二
階
建
て
と
し
、
第
二

卸
売
場
は
海
水
殺
菌
器
と
受
変

電
設
備
の
二
階
へ
の
移
設
に
加

え
、
鳥
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、

正
面
を
除
く
三
方
を
壁
で
囲
む

な
ど
環
境
・
衛
生
に
も
配
慮
し

た
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

市営魚市場卸売場が復旧

水産業の
復旧・復興の
シンボルに


